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本
年
度　

第
２
回
目
の
全
体
研
修

会
は
、「
嚥
下
勉
強
会
～
胃
瘻
か
ら
口

腔
摂
取
ま
で
～
」
に
つ
い
て
日
本
大

学
歯
学
部
付
属
歯
科
病
院　

摂
取
機

能
療
法
科
の
島
田
み
の
り
氏
・
神
村

智
里
氏
を
お
招
き
し
「
嚥
下
の
し
く

み
」「
嚥
下
悪
化
に
伴
う
疾
病
」
な
ど

に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

　

在
宅
で
の
胃
瘻
使
用
者
は
少
な
く

な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
医

療
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
多

数
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

嚥
下
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
内
視

鏡
を
使
用
し
て
の
実
演
も
あ
り
、
参

加
者
は
、
講
義
に
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
た
。
嚥
下
の
問
題
は
利
用
者

の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
も
課
題

の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が

平
成
24
年
度　
第
２
回
全
体
研
修
会

開
催
日
時　
平
成
24
年
７
月
27
日
（
金
）　

15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　
さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト　

第
１
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
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多
い
。

①　

嚥
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

私
達
は
普
段
何
気
な
く
食
物
を
食

べ
、
飲
み
込
ん
で
い
る
が
、
嚥
下
の

障
害
に
は
予
兆
が
あ
り
、
具
体
的
に

は
、「
食
事
の
食
べ
方
」
や
「
食
事
の

趣
向
の
変
化
」・「
食
欲
の
低
下
」
な

ど
様
々
な
症
状
が
出
現
し
摂
食
・
嚥

北
区
・
見
沼
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

「 

ケ
ア
マ
ネ
情
報
交
換 

」
～
お
互
い
の
地
区
を
知
ろ
う
～

開
催
日
時　
平
成
24
年
７
月
11
日
（
水
）
14
時
00
分
～

開
催
場
所　
北
区 

高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

下
障
害
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
口
腔
・
咽
頭
・
食
道

内
の
腫
瘍
や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管

性
疾
患
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

②　

口
腔
ケ
ア
に
よ
る
嚥
下
の
悪
化

予
防
と
改
善
に
つ
い
て

　

口
の
中
に
は
多
く
の
（
億
単
位
）

細
菌
が
誰
に
で
も
あ
り
、
時
間
と
と

も
に
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
数
を

減
ら
す
こ
と
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど

の
予
防
に
つ
な
が
り
、
そ
の
た
め
に

も
、口
腔
ケ
ア
は
非
常
に
重
要
。
ま
た
、

口
腔
内
の
乾
燥
は
歯
や
義
歯
を
汚
染

す
る
だ
け
で
な
く
、舌
苔
（
ぜ
っ
た
い
）

が
付
着
し
た
り
、
歯
周
病
な
ど
様
々

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
。
口
の
中
が

乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
保
湿
剤
や
人

工
の
唾
液
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
も

あ
る
。
今
回
は
、
唾
液
が
出
や
す
く

な
る
『
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
を
紹

介
い
た
だ
い
た
。（
結
構
効
き
そ
う
で

す
！
）
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

は
、
嚥
下
訓
練
の
効
果
に
も
影
響
す

る
。

③　

内
視
鏡
検
査
（
実
演
）

　

写
真
や
ビ
デ
オ
で
は
な
く
、
内
視

鏡
を
使
用
し
て
の
実
演
が
あ
り
、
目

の
前
で
実
際
に
水
や
ゼ
リ
ー
な
ど
を

飲
み
込
む
様
子
を
確
認
し
た
。
被
験

者
は
若
い
方
で
、
気
管
や
声
門
の
開

閉
す
る
様
子
は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
素

早
い
動
き
だ
が
、
嚥
下
機
能
に
障
害

が
あ
る
高
齢
者
に
は
大
変
な
様
子
が

は
っ
き
り
と
理
解
で
き
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
難
し
い
内
容
を

　

昨
年
度
ま
で
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、

近
隣
の
区
と
の
合
同
開
催
が
多
く
、

そ
れ
以
外
の
区
と
の
関
わ
り
が
少
な

か
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
さ
い
た
ま
市
内
各
区

と
の
関
わ
り
、
視
野
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
大
切
と
考
え
、
北
区
・
見
沼

区
合
同
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
た
。

分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、

嚥
下
障
害
を
患
っ
て
い
る
方
や
、
胃

瘻
を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
の
今
後

の
支
援
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
と

な
っ
た
。
嚥
下
を
悪
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
日
々
の
予

防
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
の
生
活
の
様
子
の
変
化
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
も
重
要
だ
と
感
じ
た
。

　

高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

に
て
、
見
沼
区
16
名
、
北
区
10
名
の

会
員
が
出
席
し
、
自
己
紹
介
、
困
っ

て
い
る
事
、
各
区
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

情
報
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

全
体
を
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

話
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、各
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
発
表
し
た
。
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７
月
25
日
大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ

ン
を
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
宮
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
医
療
知

識
と
訪
問
看
護
と
の
連
携
」
に
つ
い

て
、
さ
い
た
ま
市
社
協
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
お
お
み
や
の
看
護
師
斉

共
通
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
施
設

入
所
に
関
す
る
事
（
医
療
が
必
要
な

方
、
薬
の
単
価
、
生
活
保
護
受
給
者

が
使
え
る
施
設
が
限
定
さ
れ
る
）、
医

療
依
存
度
の
高
い
方
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
（
通
所
介
護
、
シ
ョ
ー

ト
利
用
な
ど
使
え
る
場
所
が
制
限
さ

れ
る
）、低
所
得
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
（
利

用
で
き
る
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
が
少
な

い
）、
ケ
ア
マ
ネ
自
身
の
業
務
の
効
率

大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
医
療
知
識
と
訪
問
看
護
と
の
連
携
」

開
催
日
時　
平
成
24
年
７
月
25
日
（
水
）
15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会　

大
宮
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

化
（
長
期
目
標
の
期
間
や
担
当
者
会

議
の
開
催
時
期
な
ど
）
に
つ
い
て
意

見
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
日
頃
の
サ
ー
ビ
ス
支
援

で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
事
例
を
出
し

な
が
ら
、各
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
持
っ

て
い
る
考
え
、
地
域
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
な
ど
の
情
報
交
換
も
行
っ
た
。

　

北
区
と
の
初
め
て
の
サ
ロ
ン
で
、

最
初
は
緊
張
感
も
あ
っ
た
が
、
支
援

内
容
、
悩
み
な
ど
色
々
な
共
通
点
が

あ
り
、
話
し
を
し
て
い
く
う
ち
に
場

も
和
み
笑
顔
で
話
し
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
ま
で
、
近
隣
の
区
と
の

合
同
サ
ロ
ン
が
多
か
っ
た
の
で
、
新

鮮
さ
を
感
じ
た
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
に
向
か
う

今
、さ
い
た
ま
市
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
情
報
の

共
有
、
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
効
率
の
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

藤
知
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
昨

年
に
引
き
続
き
第
２
弾
と
い
う
こ
と

で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

身
体
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
講
義

や
、
胃
ろ
う
の
カ
テ
ー
テ
ル
の
種
類
、

観
察
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
口
腔
ケ

ア
の
方
法
や
必
要
性
、
ま
た
経
腸
栄

養
の
試
飲
な
ど
も
交
え
た
内
容
で
行

わ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
も
含

め
13
名
。
胃
ろ
う
に
つ
い
て
の
是
非

が
問
わ
れ
る
昨
今
で
あ
る
が
独
居
や

高
齢
者
世
帯
が
多
い
大
宮
区
で
は
、

家
族
の
介
護
力
を
考
慮
し
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
医
療
機
関
や
訪

問
看
護
と
連
携
し
な
が
ら
、
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
か
今
後
の
課
題
と
考

え
ら
れ
る
。
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恒
例
の
「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
」

は
今
回
、「
施
設
の
感
染
症
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
、
施
設
職
員
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
形
式
で
実
施

し
た
。

　

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交

換
を
実
施
。
主
な
話
題
は
ノ
ロ
ウ
ィ

　

本
研
修
は
、「
介
護
支
援
専
門
員
の

質
向
上
を
支
援
す
る
事
例
検
討
会
の

方
法
に
関
す
る
研
究
」
の
一
環
と
し

て
、
施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
で

お
馴
染
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
の
峯
尾
武
巳
先
生
を
講
師
に
開
催
。

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
24
年
度
第
１
回
研
修
会　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
」

開
催
日
時　
平
成
24
年
６
月
23
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

浦
和
し
ぶ
や
苑
（
緑
区
）

介
護
支
援
専
門
員
（
居
宅
）
研
修
会

「
事
例
検
討
の
方
法
を
学
ぶ
」

　

～
支
援
者
や
支
援
経
過
を
鏡
と
し
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
～

開
催
日
時　
平
成
24
年
７
月
７
日
（
土
）
13
時
30
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ナ
ー
シ
ン
グ
ヴ
ィ
ラ
与
野

ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
疥
癬
な

ど
感
染
症
対
策
。
持
参
さ
れ
た
各
施

設
の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
回

覧
し
た
り
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
な
っ
た
。
ま
た
、
面
会
者
に
対
す

る
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
の
勧
奨
、

換
気
・
掃
除
・
消
毒
液
の
希
釈
方
法

な
ど
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
感
染
症
を
発
症
し
た
時
の

対
応
方
法
、
面
会
者
に
よ
る
食
品
の

持
込
み
な
ど
、
休
憩
中
も
話
題
は
尽

き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
終
了
後
に

は
名
刺
交
換
の
場
面
も
見
ら
れ
、
充

実
し
た
情
報
交
換
と
交
流
の
場
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

定
員
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
31
名
と
、
過
去
最

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
弘
前
医
療
福

祉
大
学
の
大
沼
由
香
先
生
を
お
招
き

し
た
。
参
加
者
は
、事
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
と
研
究
協
力
同
意
書
を
記
入
し
た

上
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

前
半
は
、「
チ
ー
ム
ケ
ア
・
連
携
と

高
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
施
設
種

別
で
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
の
参

加
者
が
13
名
と
最
多
で
あ
り
、
研
修

や
交
流
の
場
を
求
め
る
声
が
高
い
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　

今
後
は
、
高
い
参
加
者
数
が
維
持

で
き
る
よ
う
に
サ
ロ
ン
活
動
を
始
め
、

施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
を
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
た
い
。
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協
働
」「
サ
ー
ビ
ス
」「
感
情
労
働
」「
共

感
疲
労
」
な
ど
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え

る
、介
護
の
特
徴
、生
活
支
援
の
概
念
、

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
な
ど
の
講
義
。
後
半

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
事
例
検
討
資

料
に
対
象
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
事

例
提
供
の
動
機
、
問
題
と
感
じ
て
い

る
事
柄
を
記
入
。
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
フ
レ
ー
ム
（
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
．
記

述
・
描
写
、
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
．
感
情
、

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
３
．
評
価
、

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
．
分
析
、

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
５
．
総
合
、

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
６
．
行
動

評
価
）
に
基
づ
き
、
二

人
一
組
と
な
り
口
頭
で

説
明
。
そ
の
後
、
４
人

も
し
く
は
６
人
の
グ

ル
ー
プ
で
、「
ど
こ
で
も

シ
ー
ト
」
と
名
付
け
た

書
き
換
え
自
在
の
シ
ー

ト
に
記
入
す
る
、
と
う

い
う
方
法
で
進
行
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回

の
事
例
検
討
会
は
、
事

前
に
事
例
を
用
意
す
る

こ
と
な
く
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概

念
を
参
考
に
し
た
事
例
報
告
用
紙
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
そ
の
と
き
そ
こ

に
あ
る
限
ら
れ
た
情
報
で
検
討
会
を

行
う
、
と
い
う
方
法
で
事
例
提
出
の

負
担
感
を
軽
減
し
、
開
催
目
的
を
明

確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
、

実
施
さ
れ
た
。

　

終
了
後
の
感
想
で
は
、「
問
題
に
対

し
て
、
そ
の
場
で
起
こ
っ
た
出
来
事

（
現
象
）
と
そ
の
時
自
分
は
ど
う
感
じ

た
か
（
感
情
）
を
分
類
す
る
こ
と
に

留
意
し
て
い
き
た
い
」「
事
例
の
詳
し

い
内
容
が
わ
か
ら
な
く
て
も
分
析
が

で
き
る
こ
と
を
学
ん
だ
」「
今
ま
で
事

例
検
討
に
対
し
て
拒
否
感
が
あ
っ
た

が
、
今
後
は
あ
ま
り
肩
肘
を
張
ら
ず

に
行
っ
て
い
き
た
い
」

「
地
域
包
括
と
し
て
事

例
検
討
会
を
定
例
化

し
て
い
く
上
で
参
考

に
し
た
い
手
法
で
す
」

な
ど
が
あ
が
っ
た
。

　

30
名
の
定
員
に
対

し
て
申
込
み
33
名
、

欠
席
７
（
事
前
連
絡

４
、
当
日
３
）
名
、

出
席
者
29（
内
ス
タ
ッ

フ
３
）
名
が
参
加
し

た
。
ま
た
今
回
は
、

い
わ
ゆ
る
ベ
テ
ラ
ン

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
、
地

域
の
中
心
的
存
在
の

顔
ぶ
れ
が
多
く
見
ら

れ
た
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
「
新
し
い
事
例
検
討

会
の
方
法
に
関
す
る
研
修
会
」
は
、

今
年
度
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
で

も
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
来
年
度
に
も
居
宅
ケ
ア

マ
ネ
向
け
に
実
施
す
る
予
定
が
あ
る

こ
と
を
報
告
す
る
。
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さいたま市介護支援専門員協会ホームページ

会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局ま
でご連絡ください．

　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

事 務 局 よ り

h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

今年の夏は、ことのほかの暑さ、夏の疲れがどっと出たりはしていませんか。さいたま市では、
35 度以上の猛暑日が、19 日ありました。昨年が 18 日（猛暑と言われた 2010 年は、33 日）で、
温暖化の影響でしょうか？暑さも一段落し、吹く風も心地よい好季節になり、気分もリフレッ
シュ！今後も皆さんに読んでいただける広報誌を目指してまいります。

あとがき

ちょっと   coffee  break

　森ガール、山ガール、釣女（ちょうじょ）…。
　色々な流行女子がいますが、私は何だろう？
　以前は「趣味」と豪語したマラソンや自転車
も最近はご無沙汰だし、ダイエットに始めたボ
クササイズやカーヴィーダンスも一向に効果無
し…。
　「そうだ！野菜の事なら熱く語れる !!」と、勝
手に『ベジガール』を名乗りました（笑）
　思えば、幼少時から大の野菜好き。野菜嫌い
の弟にも無理強いし、「あんたが野菜食べられる
ようになったのはお姉ちゃんのお陰よ」と今で
も恩を着せ、嫌われています。
　こんな私のパワースポットはずばり「ＪＡ」、
いわゆる農産物直売所です。お気に入りは『あ
ぐれっしゅ川越』。国道 254 号線沿い初雁公園向
かい、博物館交差点前です。
　買物に行けた時は色とりどりの新鮮野菜達を
前にテンションＭＡＸです。『食育ソムリエ』の

「ベジガール♥」

会員Ｋ

おススメ調理法で、珍しい野菜にも挑戦できま
す。
　四季の野菜にはそれぞれ効用があり、伝統野
菜や地域野菜を見直す動きもあるようで本当に
奥が深くて美味しい野菜。
　担当する利用者の方が家庭菜園で自給自足さ
れていると「何て贅沢なんでしょ！」と羨まし
くなります。理想の老後はもっぱら『自給自足』
です。
　今は義父の介護予防のため細々やっている縁
側菜園も、ゆくゆくはご近所におすそ分けでき
るぐらいに拡大するぞ！と野望を抱きつつ次回
の方へバトンをつなぎます。
　前回投稿の Y さんからご指名をいただいたの
は、かれこれ３ヶ月ほど前…。
　練りに練ってこの内容？
　…ご期待に添えず、すみません (・。・;　

会員Ｋ（アラ○ーだろうと女子です）

ちょっと   coffee  break


